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9月 16日 （土 ）に 、あ い ほ うぷ祭を開催す

る事 が 出 来ました 。一般 の 方にも参 加して

も らえ た の は ４年 ぶ りで 、地 域 の 皆 さ まと

の 大 切 な 交

流 の 機 会 と

な り 、 と て も

有 意 義 な 時

間 を 過 ご せ

た お 祭 り と

な りまし た。

今 回 は 、い つ も 開 幕 を盛 り上 げ て下 さる

今 年 3 0周 年 の 風 雅 さん の 太 鼓 で 始 まり、

藤 白 台 保 育 園 園 児 達 に よる歌 、ガ ンバ 大

阪 チ ア キ ッ

ズ の ダ ン ス

披 露 等 が あ

り、地域の 方

に よ る 舞 台

発 表 で 大 い

に 盛 り 上 が

り ま し た 。 ま

た、

歌手の 「七尾旅人さん もお

招 きし 、弾 き語 りを披 露 して頂 きました 。利

用 者 の 側 まで 来 られ 、一 緒 に 歌 うサ プライ

ズ 演 出 な ども あ り、大 きな 声 を 出 し て 歌 う

利 用 者 の 姿 に ほ っ こ りし ま し た 。今 回 、地

域 で 活

躍 さ れ

て い る

ボ ラ ン

テ ィ ア

の 方 々

に も た く

さ ん ご

協 力 頂 きまし た 。久 し ぶ りの 再 会 とな っ た

ボ ランテ ィアさん の 顔を見て、目をキラキラ

させ る利用者の 姿が 印象的で した。これ か

らも 、地域の 皆さん との 繋が りを大切にし、

一 緒に楽し め るような企 画を考 えてい きま

す 。ぜ ひその 節 に は 足 をお運 び くだ さい 。

ご参加 、ご協力して下さった皆さま、楽しい

時間をあ りが とうござい ました。
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９月からピー

ス班に新しい利

用 者 が 仲 間 入

りし ま し た ！ 班

の 中 で は 最 年

少 の 足 立 温 子

さ ん で す 。今 ま

で 学校卒業後、

他 事 業 所 を２ ヶ

所経てあ い ほ うぷ吹田へ 来られ たこと

もあ り、とてもたくまし く、物おじしない

姿に職員もビックリしています 。初日か

ら笑顔をたくさん 見せて下さり、車いす

で 自走して居室内を動き、積極的に利

用者に声をかけたりされています 。これ

から利用者との輪がもっと広がり、色々

な経験をするなかで 、より充実した日中

生 活が 送 れ るように職 員 もサ ポ ー トさ

せていただ けたらと思います 。どうぞ よ

ろしくお願いいたします 。

◆新人紹介◆

数年ぶりのあいほうぷ祭りでしたが、キッチンカー

が来ていたり、舞台のイベントも盛りだくさんで活

気がありました。仲間のみなさんの表情がきらきら

してとても楽しそうにされていて、来年がすでに楽

しみです！ ボランティアW

今回のお祭りでも喫茶や班、ゲームコーナーとた
くさんのボランティアさんが来てくださいました。

あいほうぷ祭に参加されたボランティアさんの声

毎週の パ ン販売に一昨年タブレ ット

で レジ機 能が 使えるレ ジを購入 し 、あ

おぞ ら市でも活用することで 利用者の

皆さんが主体的に販売活動ができる良

い機会になりました。商品のバーコード

を読み取り、会計をしてお客様にレシー

トを渡す 試み は 利用者の 方たちにとっ

て新しい経験になっています。また、トー

キングエイドというボ タンを押すだ けで

録音した音が出せる機器を積極的に活

用し 、通 りす が りの 方々に声を掛けて

いる様子も見られ ました。次回の 販売

に向けて、以前たん ぽぽぽ班が担って

いたさをり織を今は 宇宙班の 皆さん も

携わるようになりました。利用者の方が

色々配色を考えておられ 、これ か ら配

色のバリエーションが増えることと思い

ます 。また、オー タム班の 皆さん は 、藍

染 の 新 商 品 の 販 売 を計 画 す るな ど準

備を進めています。

寒さも気になる頃か と思い ます の で

季節にあ った開催が出来るよう検討し

ていこうと思っています 。

11月8日あおぞら市開催予定

とまどいながらもレジを使う利用者



国境なき医師団は、

紛争や災害、そして貧困などにより命の危機に瀕

する人々に医療を提供する、民間の非営利・人

道援助団体です。設立は1971年でフランスの医

師とジャーナリストのグループによって作られた

非政府組織（NGO)で、世界最大の国際的緊急

医療団体で1999年には国際援助分野における

功績でノーベル平和賞を受賞し日本を含む世界

中に38の事務局があります。日本では1992年

に結成され、兵庫県の淡路大震災（1995年）や

東日本大震災（2011年）で被災地での診療や情

報収集活動にあたりました。

彼らは医療提供だけでなく、情報収集をはじ

とする様々な事を行なっています。その活動の原

則として、1.「第一に医療援助活動」2.「証言活

動」3.「医療倫理の遵守」4.「人権の擁護」5.「独

立性への配慮」6.「基本原則：公平性」7.「中立

の精神」8.「義務と透明性」9.「ボランティアから

なる組織」10.「メンバー一人ひとりが動かす組織」

を挙げています。SDGｓの3つ目の目標の「全て

の人の健康と福祉を」に寄与しているだけでなく、

平和やパートナーシップにも寄与しています。こ

の様な活動を知った小高さんは、ますますこの医

師団に興味をもったようでした。
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今回は図書館で借り
た本で学んだ「国境
なき医師団について
紹介します。「平和」
の事を常に気にかけ
ている小高さんは彼
らを本当に尊敬され
ています。

ルーマニアはハン

ガリーやブルガリア、そしてウクライナ等多くの

国に囲まれています。ロシアやトルコにも近く、

歴史的にも文化的にも色々な地域の影響を受

けています。そのため、料理も色とりどりの特色

を持っています。黒海に面しているため、日本

のように魚料理もたくさんあり、マスのような川

魚料理もあります。この他マッシュルームや日

本の様に旬の野菜を使った料理もたくさんあり

ます。またヨーロッパらしく、トマトやハーブ、ワ

インも使うことが多く、バラエティーにとんだ料

理があります。このような食事はたくさんの人と

のコミュニケーション

の重要なツールの１

つとして私たちの生

活を彩ってくれてい

ます。今回、すぷりん

ぐ班からのリクエス

トメニューでルーマニアを紹介できる機会をも

らって、本当にうれしく思っています。

あいほうぷでは調理員

の一員として毎日、楽しく

働いています。新しい事

を毎日発見して、勉強に

もなっています。特に、色々

な方に料理を楽しんでもらうために提供してい

る介護食は本当に意味があり、勉強になります。

ルーマニアにはまだこの様な物は普及していな

いと思います。ここで学んだ事を将来、母国で

も広げたいと思います。

あいほうぷには
ルーマニア出身
のポポビッチ・
マリアさんが調
理員の1人とし
て働いています。

みなさんはルーマニア料理を食べたことがありますか？

小高さんと一緒に考えよう
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プール・介助浴室を開放しています

土曜日、日曜日にあいほうぷ吹田の温水プールと介助浴室を開放しています。

プールや入浴は、リハビリにも効果的ですので、ぜひご利用ください。

利用できる方 ・吹田市内にお住まいの障がい者手帳をお持ちの18歳以上の方とそ
の 介助者。プールは18歳未満の方も利用できますが、18歳以上の介助

者の同伴が必要です。

利用時間 ・10時から16時まで

注意事項 プール利用について

・混雑を避ける為に定員を設けています。

・スイミングキャップが必要です。

・受付で障がい者手帳を提示し、手続きをしてください。

・採暖室と更衣室（シャワー室を含む）の利用は原則１組に限ります。

観覧者はマスクをして、廊下からご覧ください。

介助浴室利用について

・介助浴室の利用は、予約制で、原則前日の17時までです。当日午前１０

時までのご予約で１３時以降のご利用ができます。原則１時間に１組。

＊ボディソープ、シャンプーはご持参ください。

多目的ホール・会議室が利用できます(18時～22時、土日９時～22時)

障がい者団体あるいはその支援団体、ボランティア団体などの活動の場、
交流の場として利用できます。(事前登録が必要)


